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分娩による直腸裂創を縫合した繁殖雌馬の1症例
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要 約

サラブレッド種、8歳齢、繁殖雌馬が2回目の分娩時に直腸裂創を起こして受診した。鎮静・硬膜外麻酔下
で肛門括約筋を切開し、直腸を牽引して反転させることで裂孔部を肛門付近まで引き寄せることができた。裂
孔部の直腸壁全層を単純連続縫合したのち肛門括約筋を縫合した。手術後軽度の疝痛と微熱を示したが第5病
日までに回復した。手術後同年に交配させて受胎したが、早期胎芽死で不受胎に終わった。
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は じ め に

直腸の全層にわたる裂創は直腸検査で起こりやすく、
まれには、浣腸、鉗子による胎便除去、虐待、難産、動
物による咬傷、狭窄による慢性の便秘、種雄馬のペニス
の誤挿入、自然発生による裂傷、直腸栓塞症、砂疝など
でも起こる［1］。全層に及ぶ第4度とされる直腸裂創の
予後は悪い［2］。その理由として、骨盤腔内の直腸裂創
部を外科的に修復することは手技的に困難であることと、
穿孔後すぐに糞便による腹腔内汚染が起こるので腹膜炎
や消化管癒着が生じて重篤化するからである。著者らは、
分娩時に発生した全層に及ぶ直腸裂創を外科的に修復で
きたので概要を報告する。

症 例

症例はサラブレッド種、8歳齢、2産目で、胎子は正
常位であったが、「胎子の鼻先が子宮を被ったまま肛門
からいったん出た。産道へ押し戻して、膣から分娩させ
た。」との稟告で、分娩後直ちにNOSAI日高家畜診療
センターへ来院した。
症例馬を枠場保定して直腸検査したところ、肛門から

30cmの部位で、腹側に12cmの裂創があり、腹腔へ通
じていた。腹腔内への糞便の逸脱は触知されなかった。

メデトミジン3mgと酒石酸ブトルファノール15mgを
静脈内投与して鎮静し、キシラジン100mgと塩酸プロ
カイン80mgで尾椎硬膜外麻酔した。アンピシリンナト
リウム3gと硫酸カナマイシン5gを静脈内投与した。
肛門周囲に塩酸プロカインによる浸潤麻酔も行った。肛
門括約筋の2、4、8、10時方向に牽引のための支持縫
合糸（サプライロン、USP5、クロンベルグ社）を通し
た。肛門括約筋が弛緩してから12時方向で切開した。直
腸に膣鏡を挿入して開大すると、裂孔が粘膜の傷として
目視できた（図1）。助手に支持縫合糸を牽引してもら
い、左手を直腸に挿入して裂孔の尾側を指で強く牽引す
ると、裂孔を肛門付近まで引き寄せることができた（図
2）。縫合は0号ポリグリカプロン25糸（モノクリル；
ジョンソン・エンド・ジョンソン社）で直腸壁全層を尾
側から単純連続縫合した。裂孔の頭側はそのまま縫合す
るのは困難だったので、裂孔から指を挿入し、直腸間膜
を牽引しながら最頭側部から1号ポリグリカプロン25糸
にて単純連続縫合した。裂孔を完全に閉鎖できたことを
確認し、肛門括約筋を縫合した。
入院させずに牧場へ帰して給水のみの絶食管理とし、

抗生物質投与を続けた。第2病日は軽度の疝痛を示した。
第3病日には疝痛はなくなり、体温38．3度であった。こ
の日午後から水に浸したペレットを給餌した。第4病日
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図1．直腸裂創の目視
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図2．直腸裂創部の反転
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